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平成２４年度 今後の JFW テキスタイル事業 

【 国内事業 】 

■ JFW JAPAN CREATION 2013 （繊維総合見本市） 

日時：２０１２年１１月２０日～２１日（１０：００～１８：００） 

会場：東京国際フォーラム ホール１（３，０００㎡） 

来場者：バイヤー及び招待者、業界関係者、学生 

[入場料] 当日入場券 ２，０００円、 割引(事前・学生)入場券 １，０００円 

 

 JFW-JC は、全国の繊維産地･企業が一堂に集結する国内唯一の繊維総合見本市として、商談

の契機とするだけでなく出展者の技術･商品を新規顧客にプロモーションし、バイヤーとの意見･

情報交換から商品開発の方向を定め、オンリーワンのものづくりを進めていく場でもある。 

今回より東京国際フォーラムに会場を移して、認知度の高まったPTJとの併催により相乗効果を

狙う。 

 

□ 出展エントリー状況 ： ２３２社／２１５．５小間 （2012.10.18 現在） 

ゾーン 申込み件数 総参加企業・団体数 小間数（６㎡） 

テキスタイル 56 145 124 

内）海外出展者 10 35 31 

繊維関連・製品 11 11 23.5 

毛皮・皮革 5 56 44 

服飾資材 20 20 24 

合計 92 件 232 社 215.5 小間 

＊出展者リスト：別添資料１参照      

□ 関連プログラム 

○ インデックスコーナー 

○ FORUM 

第一線で活躍する講師陣が、日本のテキスタイルやマーケットの最新情報やテーマに沿った

解説を語る。今回も、PTJ 企画展「東日本復興支援コーナー」に関連する“海外販路開拓”や、

産学コラボのテーマとなる“エコロジー素材”に関連する講演など多彩なセミナーを実施予定。 

 

 

 

 

 

＞産学コラボ“エコロジー素材”関連企画  
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＞FORM PRESENTATION 関連企画「新時代のエコロジー素材」セミナー 

－１１月２０日 １１：００～ 

「レンチング モダールに新色が登場」 

－１１月２１日 １１：００～  

「レンチング サプライチェーン・マーケティングの重要性」 

講師：レンチングファイバーズ（言語：英語、逐次通訳あり） 

 

＞東日本復興支援企画「J Factory」セミナー 

－１１月２０日 １４：００～ 

「いま、なぜメイド・イン・ジャパンか」 

講師：片岡 貴志（タカシカタオカ デザインオフィス） ＊講師プロフィール（別添資料２参照） 

－１１月２１日 １４：００～ 

「海外販路開拓:日本の製品は、ここにビジネスチャンスがある」    

講師：島田浩司（事業開発研究所 代表取締役） ＊講師プロフィール（別添資料２参照） 

 

○ 産学コラボレーションプログラム  第６回『FORM  PRESENTATION』 

－Theme：「新時代のエコロジー素材」 

自然環境保護の流れから拡大するエコロジーへの意識。ファッション産業の基盤となる「テキ

スタイルの求めるエコロジーとは何か？」を題材に、次世代がもっとも遠い距離感にある新時

代のエコロジー素材“テンセル＆モダール”に焦点をあて、素材の啓蒙とフォルム(カタチ)の創

造を追求した人材育成を行ないます。 

 

 

 

 

 

 

 

【エコ・テキスタイル大学】 実学講演会 

  大阪 ：２０１２年９月１９日（水） １３：３０～１６：００  会場：大織健保会館   

  東京 ：２０１２年９月２１日（金） １３：３０～１６：００  会場：TEPIA ホール    

 

【審査会】 

１０月１０日に審査会が開かれた。今回は、レンチングファイバーズのエコロジー素材、テンセル

＆モダールを素材テーマに、「劇場の美・ス・タ（ラ・モード・ドゥ・テアトル）」をファッションテーマに、

作品を募集しました。先日東京、大阪で行われたエコ・テキスタイル大学を聴講した学生のうち、
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１４校／４２グループが応募しました。 

審査内容は、「テーマとデザインの整合性、デザインと素 

材の適合性、アイデア表現の独創性、作品の完成度」の 

４項目。専門家による審査の結果、８グループが選ばれ 

ました。審査通過の８グループは、１０月１７日に行われ 

る産地見学会に参加した後、協力企業のテキスタイルを 

使用したアパレル製品を制作します。その作品はＪＦＷ－ 

ＪＣ２０１３会場の「６th FORM PRESENTATION」コーナーで展示発表されます。   

 

【 第６回『FORM PRESENTATION』 参加校／グループ／テーマ 】 

学校名 グループ名 テーマ名 

上田安子服飾専門学校 Cryin Sympathy Cryin Sympathy～もらい泣き～ 

大阪モード学園 Procter movement(s) 

中部ファション専門学校 MOB Flash MOB 

ドレスメーカー学院 TETRA CHAIRS 

文化学園大学 tone 平面からの可能性 

文化ファッション大学院大学 LABO KIRICO 

文化ファッション大学院大学 no name Thermal Configuration 

文化服装学院 ai maeyama 樹 

 

 【産地研修会】 テンセル＆モダールを取り扱う尾州の紡績、織/編み、染色/加工/整理工場を

訪問 

  ２０１２年１０月１７日（水）：尾州産地  参加予定人員：３２名 

  訪問先：新内外綿㈱/ ㈱ナイガイテキスタイル、㈱ソトー 第一工場、㈱ソトージェイテック、他 

 

主催：繊維ファッショ産学協議会  

特別協賛：一般社団法人 日本ファッション・ウィーク推進機構  

協賛（予定）：UI ゼンセン同盟、LENZING FIBERS 

 

○ PIGGY’S SPECIAL  ピッグスキン・ファッションショー  

 （主催：東京都、東京製革業産地振興協議会） 
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毎回、東京を代表する若手デザイナーを起用し注目を集める PIGGY’S SPECIAL。２日目は

東京都各種学校、専修学校の学生によるショーを行います。今回は、東京国際フォーラムＤ５

ホールに専用会場を設け、１日２回（計４回）のランウェイを行います。 

 

  ＞ プロ部門：参加メゾン／デザイナー（プロフィール：別添資料２参照） 

   ・DRESSEDUNRESSED ／ 北沢 武志、佐藤 絵美子 

   ・Atsushi Nakashima ／ 中島 篤 

 

＞ 学生部門：参加校 １０校 

    専門学校ファッションカレッジ桜丘、文化服装学院、ドレスメーカー学院、 

織田ファッション専門学校、華服飾専門学校、専門学校田中千代ファッションカレッジ、 

大森家政専門学校、東京ファッション専門学校、江東服飾高等専修学校、東京モード学園、 

専門学校青山ファッションカレッジ 

 

■ Premium Textile Japan 2013Autumn/Winter  (テキスタイル・ビジネス商談会)     

日時：２０１２年１１月２０日～２１日 （１０：００～１８：００） 

会場：東京国際フォーラム ホール２ （２，０００㎡） 

来場者 ：バイヤー及び招待者限定  [入場無料] 

出展者 ：書類及びスワッチ審査を通過した厳選出展者 （団体出展不可） 

 

□ 出展状況 ： ７６社／８５．５小間               ＊海外２社（トルコ、台湾）／３小間   

                                      ＊出展者リスト：別添資料１参照 

□ ビジネスサポート・プログラム 

 

○ ビジネスマッチングプログラム 

VIP バイヤーを組織し、会期中に参加企業とのマッチングを開催。「Premium Textile Japan」の

要をなすプログラムとして、より内容の濃い商談ができるよう工夫していきます。 

ゾーン  出展品目など 件数／小間数 (8 ㎡換算) 

A 短繊維(コットン、麻、ウール、複合） 21 社／27 小間 

B 長繊維（化合繊、シルク、機能素材、複合) 12 社／21 小間 

C 染色・後加工、プリント、刺繍・レース、皮革 11 社／13.5 小間 

D 服飾資材、アクセサリー、ニット、撚糸 21 社／13 小間 

J.Factory テキスタイルゾーン 11 社／11 小間 
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＜アパレル、小売＞ 

株式会社ジュン： 商品開発部、 株式会社三陽商会：allegri、EPOCA、EPOCA UOMO 

株式会社イトーヨーカ堂 ： 「MADE IN JAPAN」プロジェクト・チーム等 

株式会社髙島屋 ：カタログ・ネット販売「アイトゥロア」チーム等 

 

＜デザイナーメゾン＞ 

everlasting sprout （村松 啓市）、 

HISUI （伊藤 弘子）、 SOMARTA (廣川 玉枝) 

THEATRE PRODUCTS （武内 昭 / 中西 妙佳） 

 

○ 海外招聘バイヤーとのビジネスマッチング 

⇒ 招聘者は、現在 JETROにて調整中（韓国・中国から招聘予定） 

○ インデックスコーナー 

各社の当シーズンにおける新商品・イチ押し素材をカテゴリーごとに分類・編集展示し、来場

バイヤーを各小間へと誘導します。 

  

 

 

 

 

 

 

■ JFW テキスタイル・トレンドコーナー （東京国際フォーラム  ロビーギャリー） 

JFW Textile View ２０１３A/W トレンド・ディレクションに基づき、企画開発した PTJ、JFW-JC 出展者の

テキスタイルを編集・展示したトレンドコーナー。日本オリジナルのトレンドを発信し、来場バイヤーを出

展小間へ誘導します。                              （サポートインダストリー・コーナー含む） 

 

・２０１３-１４ A/W 概観：＜決断の時代（とき）＞         ＊別添資料：『ＪＦＷ Ｔｅｘ Ｖｉｅｗ』参照 

◇ 夢想旅行          ◇ 無言歌           ◇ 即興の美学       ◇ 香りの迷宮 

 

–Virtual Tour-        –Voiceless Verse-    –Improvised Composition-    –Fragrant Foliage-  
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◆ 開催概要 

◇ 日時 ： ２０１２年１１月２０日～２１日（１０：００～１８：００） 

◇ 会場 ： 東京国際フォーラム 

ファクトリーゾーン＋本展コンセプト展示 ： １６社／１４小間 （ ロビーギャラリー） 

         テキスタイルゾーン ： １１社／１１小間 （PTJ会場内） 

         ※別途、本展のためのビジネスマッチング専用スペース（60 ㎡想定）を設置 

◇来場者 ： 海外・国内バイヤー （アパレル、商社、小売） 

◇出展対象者 ： 東北６県及び茨城県、千葉県に事業所（本社、支店、工場、倉庫等）を有し風評 

被害等の影響を受けている縫製工場、及びテキスタイル関連企業           

◇参加企業 ： ２６社  

◇主催 ： 独立行政法人中小企業基盤整備機構 国際化支援センター 

◇協力 ： 独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ） 

◇関連プログラム ： ビジネスマッチング 
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              海外販路開拓セミナー 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

Factory ゾーン、コンセプト展示 （ロビーギャラリー）          Ｔｅｘｔｉｌｅゾーン （ＰＴＪ会場内） 

                                                 

【 海外事業 】 

 

■ Intertextile 上海 『Japan Pavilion』     

・展示会名 ：Intertextile SHANGHAI apparel fabrics  

・会期 ： ２０１２年１０月２２日（月）～２５日（木） 

       ９：００～１７：００（最終日のみ～１４：００） 

・主催 ：Messe Frankfurt(HK)Ltd、 

国国際貿易促進委員会紡織行業分会（CCPI .tex） 

・会場 ：上海新国際博覧中心 

（Shanghai New International Expo Centre） 

・出展場所 ：Hall W２ 内 

 

□ 『Japan Pavillion ２０１２』 

・概要 ： ジャパン・トレンド＋ジェトロ広報ブース：１０８㎡  

商談ブース集積：１００小間＋１６８㎡   

計 130 小間（9 ㎡換算） 

・出展者数 ：３９件／４１社・団体  

主催 ：一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構 

      独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ） 

 

Intertextile 上海は昨年６万２，０００人の入場者を記録し、２３カ国/地域から３，１００社の出展

があった。同展は来場者・出展社ともに１０％増という記録的な伸長率を記録。今年からは Milano 

Unica が初参加する事もあり、昨年を上回る来場が予想される。JFW と JETRO との共同運営の

「Japan Pavilion ２０１２」は、昨年より２０%増の規模で開設します。『Japan Pavilion』は、この展示
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会場内のベストロケーションに日本の企業を集積し、日本のテキスタイルトレンドを発信するととも

に、ジャパンクオリティをプロモーションします。日本の優れた企業が集結することで、有効なプロ

モーションが可能です。 

  

＜出展者へのビジネスサポート＞ 

・トレンドコーナーへの素材展示（ＩＮＤＥＸ） 

・現地紙への広告掲載 

・ガイドブック（中・英語）による出展者紹介 

・『中国テキスタイル市場開拓マニュアル』配布 

・市場攻略法や現地最新情報の提供 

・有力バイヤーとの商談をアレンジ 

（セミクローズの商談スペース提供） 

 

□『Japan Pavilion ２０１２』 出展企業・団体名 

旭化成せんい株式会社、蝶理株式会社、第一織物株式会社、同興商事株式会社、株式会社 G.Q.T、

株式会社林与、高橋練染株式会社／有限会社久山染工、一村産業株式会社、  

一般社団法人ジョイント･尾州ブランド、株式会社カゲヤマ、神戸レザークロス株式会社、 

小松精練株式会社、興和株式会社、熊澤商事株式会社、倉敷紡績株式会社、株式会社ルシアン、 

前多株式会社、森菊株式会社、モリリン株式会社、株式会社むらかみ商店、村田機械株式会社、 

NI 帝人商事株式会社、株式会社西村庄治商店、日清紡テキスタイル株式会社、齋栄織物株式会社、 

サカイオーベックス株式会社、株式会社サンウェル、瀧定名古屋株式会社、田村駒株式会社、 

TEAM GIFU、冨田商事株式会社、東レ株式会社、東洋紡績株式会社、豊島株式会社、 

豊島株式会社 東京 13 部、株式会社ティーエスカンパニー、 

宇仁繊維株式会社／小紋貿易（上海）有限公司、株式会社ヤギ、山梨県絹人繊織物工業組合、  

独立行政法人日本貿易振興会(JETRO)、一般社団法人日本ファション・ウィーク推進機構（JFW） 
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■Topics 

□ 韓国繊維産業連盟（KOFOTI）との事業間連携「覚書」（MOU）締結 

＜MOU調印式＞ 

９月５日、MOU調印式がPIS会場内で行われた。今回のMOU 

は両団体の代表者（三宅理事長、HEE-CHAN RO会長）、団体名 

（JFW、KOFOTI）に続き、『JFWO Textile Exhibition』（JFW-JC、 

PTJ）、『Preview in Seoul』と事業名が記載され、団体間の連携と 

いうより事業間での具体的な連携を目指す内容となっている。 

また、署名欄には“For and on behalf of”と記述の通り代理署名 

の刑式を取っている。代理署名者はJFWがJFWテキスタイル事業 事務局長 川島 朗、KOFOTI 

は KIM,DONG-SOO副会長。 

 

＜MOU要旨＞ 

・両団体（JFW-JC はじめとする JFW テキスタイル展示会を運営する JFW と、Preview in Seoul を運営 

するKOFOTI）は、両国間の貿易交流の促進と、両団体のトレードショー分野において、以下の活動に

対する産業協力に努めるものとする。 

・両団体は、両者の展示会において、それぞれのトレードショーの広報目的に、同条件にて出展小間

交換提供（単独/数小間）し、両団体の展示会へ相互の訪問視察を促進させる。 

・両団体は、それぞれの展示会において、相互の包括的マーケティング活動をおこなうものとする 

（例：ホームページ、バナー広告、ガイドブック、メールマジン、その他の関連するマーケティング活動） 

・両団体は、両団体間の定期的かつ効果的なコミュニケーション経路を確立し、両者のマーケットと展 

 示会に関する情報を交換し合うべく、密接な連携を図るものとする。 

 

□ Preview in Seoul 2012 

会期／会場：２０１２年９月５日～７日／COEX  B ホール 

開催規模：２６１社４０４小間 （内 海外９２社、１０５小間） 

来場者数：約１０，０００人 

主催：韓国繊維産業連合会 

 

２０００年に始まり今回で13回目を迎えるPreview in Seoul。今回、KOFOTIからの招待としてJFW 

プロモーションブースを初出展した。以前からJFW-JCやPTJの国別海外来場者数では圧倒的に 

韓国が１位だったことから、韓国で有効なプロモーションを行える「場」を探していたが、今回の KO 

FOTI との MOU締結により、念願の韓国でのプロモーションの場を得る事になった。今回、PIS に 

持ち込んだ素材は、日本の紡績・織/編・加工技術を駆使した最新素材を特別編集したもので、来 

場者の関心を大いに集めた。尚、１１月のJFW-JCには、昨年に続いてKOFOTIが組織した１６社 

による韓国 Pavilion と KOFOTI 広報ブースが出展する。 
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□ JIAM 2012 OSAKA 国際アパレルマシンショー  

 

４年に一度開催される「JIAM国際アパレルマシンショー」。今回は 

特別企画ファッションゾーンが設けられ、一般社団法人日本ファッ 

ション・ウィーク推進機構、日本ジーンズ協議会の協力により、JFW 

JAPAN CREATION 2012 で発表した「JEANISM～夜の茶会～」が 

再現された。アパレル機械を中心にした本展において、ファッション 

デザイナーによるデニム作品は、多くの来場者の目を惹き、同時に 

本秋に開催する「PTJ 2013AW」及び「JFW-JC 2013」の PR用パン 

フレットを配布し、常に見学者の絶えないブースとなった。 

 

・主催：社団法人日本縫製機械工業会（JASMA） 

・会期：２０１２年９月１９日（水）～２２日（土） 

・会場：インテックス大阪 

・出展者数：２０７社（国内１４５社、海外６２社） 

・出展小間数：１０２８．６小間 

（国内８５６小間、海外１７２．６小間） 

・海外出展国数：１６カ国・地域 

アメリカ、イスラエル、イタリア、インド、韓国、ギリシャ、シンガポール、スイス、タイ、台湾、 

チェコ、中国、ドイツ、トルコ、パキスタン、フランス 

・展示面積：１８，２０１㎡ （使用展示館／インテックス大阪３、４、５A、５B号館） 

 

□ 産学交流会議「産学コラボレーション・実学研究発表」（主催：繊維ファッショ産学協議会） 

会期/会場/時間：11 月 20 日  東京国際フォーラム ガラス棟７F （G-701）  14:00- 

 

繊維ファッション産学協議会は、１１月２０日に東京国際フォーラ 

ムにて「第１９ 回繊維ファッション産学交流会議」を開催します。 

これまでは７月に開催してきましたが、今回から内容を大幅にリ 

ニューアルし、それに伴い日時と会場を変更しました。 

新たな時代を創り上げていくため、現在の状況を見つめ直し、今 

回の交流会議は「次世代ファッション・クリエイターの育成」をテーマに、最前線で働く次代を担うデ

ザイナーやマーチャンダイザー、バイヤーを交えたティーチインを開きます。 

また、第２部は「産学コラボレーション・実学研究発表」として、昨年度開催された“第５回 ＦＯＲＭ 

ＰＲＥＳＥＮＴＡＴＩＯＮ”（ＦＰ）に参加したメンバーの研究発表と、“ＦＰ参加者の軌跡／実学の成果と

プロとしての活動”が報告されます。その後、隣接のラウンジにて交流会（１７：３０～）を開催。               

＊別添【産学交流会議】フライヤー参照 


